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左
図
の
よ
う
に
、
09
年
度
は
法
人

市
民
税
が
前
年
対
比
で
20
億
６
千
万

円
も
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で

一
般
市
民
は
、
06
年
の
税
制
改
革
以

来
、
住
民
税
の
負
担
増
に
苦
し
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

                                

         

09
年
度
は
派
遣
切
り
・
企
業
倒
産

も
続
出
し
、
ま
た
、
一
層
の
高
齢
化

が
す
す
む
な
か
で
、
市
民
は
今
後
の

暮
ら
し
に
大
き
な
不
安
を
抱
い
て
暮

ら
し
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。 

 

ひ
た
ち
な
か
市
は
、
新
清
掃
セ
ン 

タ
ー
・
勝
田
駅
東

口
再
開
発
事
業
な

ど
大
き
な
建
設
事

業
を
か
か
え
て
厳

し
い
財
政
運
営
だ

と
言
い
ま
す
が
、

「
市
民
の
暮
ら
し

を
守
る
」
こ
と
を

第
一
義
的
に
考
え

る
の
が
、
自
治
体

本
来
の
役
割
だ
と

考
え
ま
す
。 

                    

    

常
陸
那
珂
港
建
設
（
事
業
総
額
６

千
８
百
億
円
）
の
地
元
負
担
金
と
し

て
、
09
年
度
５
億
１
２
０
０
万
円
が

支
出
さ
れ
ま
し
た
。
前
年
度
よ
り
３

億
円
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

市
の
負
担
金
総
額
は
46
億
円
。
さ
ら

に
事
業
が
す
す
め
ば
、
新
た
に
約
１

１
０
億
円
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た

港
湾
建
設
の
影
響
で
、
阿
字
ケ
浦
海

岸
は
砂
浜
が
消
失
し
、
こ
れ
ま
で
23 

     

09
年
度
は
一
般
会
計
か
ら
３
億
６

９
０
０
万
円
繰
り
入
れ
、
さ
ら
に
市

債
発
行
４
億
９
２
０
０
万
円
で
事
業

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
勝
田
駅
の

交
通
混
雑
解
消
は
必
要
で
す
。
市
は

駅
前
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
が
目
的
だ

と
言
い
ま
す
が
、
駅
前
・
表
町
商
店

街
全
体
の
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
ホ

テ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
こ
と

で
は
解
決
し
ま
せ
ん
。 

     

大
型
事
業
が
す
す
む
な
か
で
、
高

齢
者
に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

年
々
後
退
し
て
い
ま
す
（
下
図
参

照
）。
利
用
対
象
を
制
限
せ
ず
、
必
要

な
高
齢
者
に
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

べ
き
で
す
。
公
民
館
の
減
免
見
直
し

で
利
用
者
が
減
っ
て
い
る
こ
と
も
問

題
で
す
。
小
・
中
学
校
の
校
舎
の
雨

漏
り
、
ト
イ
レ
の
改
修
を
望
む
声
も

依
然
と
し
て
多
く
、
早
急
に
改
修
工

事
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

09
年
度
の
実
質
収
支
残
金
は
14
億

５
千
万
で
、
こ
う
し
た
施
策
に
有
効

に
使
い
、
市
民
の
安
心
と
希
望
を
つ

く
り
だ
す
こ
と
が
重
要
で
す
。 

    

億
円
（
県
税
）
か
け
て
復
旧
工
事
が

す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

常
陸
那
珂
港
湾
の
建
設
は
、
東
京

湾
の
過
密
に
補
完
的
役
割
を
担
う
港

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
東
京
湾
の
貨
物
量
は
伸
び
ず
、

計
画
は
破
た
ん
し
て
い
ま
す
。
需
要

が
見
込
ま
れ
な
い
港
湾
の
、
こ
れ
以

上
の
建
設
は
中
止
す
べ
き
で
す
。 

     

建
設
工
事
費
総
額
は
１
１
３
億
２

４
５
０
万
円
。
09
年
度
は
２
億
４
９

０
０
万
円
の
歳
出
で
し
た
。
ご
み
減

量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
ど
う
す
す
め

る
か
が
大
き
な
課
題
で
す
が
、
09
年

度
の
一
人
当
た
り
一
日
の
ご
み
排
出

量
目
標
９
８
９
ｇ
に
対
し
て
実
績
は

１
１
０
６
ｇ
。
結
果
を
見
て
も
、
ご

み
減
量
化
を
本
気
で
考
え
て
い
る
の

か
疑
問
で
す
。 

                 

※
「愛
の
定
期
便
」と
は
、
70
才
以
上
の
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
牛
乳
等
を
隔
日

配
達
し
、
安
否
確
認
を
お
こ
な
う
事
業
。 
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９
月
議
会
で
は
、
09
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
認
定
、
補
正
予

算
、
市
条
例
の
一
部
を
改
定
す
る
条
例
な
ど
、
29
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多

数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

山
形
議
員
は
、
一
般
会
計
決
算
、
国
民
健
康
保
険
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
・
介
護
保
険
事
業
・
勝
田
駅
東
口
地
区
再
開
発
事
業
の
特
別
会
計
、
以
上
５
件
に

つ
い
て
、「
税
金
の
使
い
方
を
か
え
て
、
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
市
政
運
営
を
す
べ

き
だ
」
と
、
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

-２００９年度決算- 

09年度一般会計の決算状況 
( )は前年との比較 

歳入総額 
 480億5900万円（約32.6億円増） 

  ○市債（借入れ金） 

   59億1200万円（約20億円増） 
 
歳出総額 
 464億1700万円（約31.1億円増） 

  ○公債費（借入れ金等の返済） 

   60億1400万円（約2.4億円増） 
 
市債の合計 
 452億1200万円（約12.6億円増） 
 
積立てたお金(基金) 
 6億1600万円（09年度） 

  ＊基金の合計 

   104億2400万円（約5億円増） 

こ
れ
以
上
の
開
発
は
中
止
を 

 
 
 
 

―
常
陸
那
珂
港
建
設
― 

商
店
街
全
体
の
活
性
化
を 

 

―
勝
田
駅
東
口
開
発
事
業
― 

ご
み
減
量
化
推
進
こ
そ 

 
 

―
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
― 

市
民
の
暮
ら
し
に
安
心
と
希
望
を 

 
H５年から 

支払った 

負担金は  

４６億円 
 
今後支払う 

負担金 

試算額  

１１０ 
億円 
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09
年
度
は
保
険
料
の
改
定
が
お
こ

な
わ
れ
、
基
準
額
で
月
２
５
０
円
値

上
げ
を
し
ま
し
た
。
本
人
が
市
民
税

非
諜
税
の
高
齢
者
（
左
表
第
１
～
４

段
階
）
は
、
全
体
の
４
４
・
４
％
と

な
っ
て
お
り
、
介
護
保
険
料
と
後
期 

                                    

 

   

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
あ
わ
せ
る

と
、
か
な
り
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
化
が
す
す
め
ば
当
然
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
も
高
ま
り
、
そ
れ
に
伴

い
自
動
的
に
保
険
料
も
値
上
げ
さ
れ

る
と
い
う
の
が
現
行
の
介
護
保
険
制 

                                     

度
で
す
。
だ
れ
も
が
、
必
要
な
時
に

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る

よ
う
思
い
切
っ
た
市
独
自
の
軽
減
策 

     

世
帯
の
36
％
が
加
入
す
る
国
民
健

康
保
険
の
保
険
税
は
、「
支
払
い
能
力

を
超
え
る
負
担
だ
」
と
国
保
世
帯
の

多
く
が
訴
え
て
い
ま
す
。 

                 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
保
険

料
を
滞
納
し
た
場
合
、
保
険
証
を
取

り
上
げ
て
も
い
い
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
多
く
の
国
民
の
反
対
に
あ
い
、

国
は
保
険
証
取
り
上
げ
は
せ
ず
、
１

ケ
月
、
３
ケ
月
、
６
ヶ
月
の
短
期
保

険
証
の
発
行
を
決
め
ま
し
た
。 

 

本
市
の
場
合
、
保
険
料
を
滞
納
し

て
短
期
保
険
証
の
発
行
を
う
け
て
い

る
高
齢
者
は
１
９
９
人
で
、
県
内
で 

         

が
必
要
で
す
。 

 

そ
の
対
応
策
が
不
十
分
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。 

     

09
年
度
の
滞
納
世
帯
数
は
３
１
２

０
世
帯
で
、
ほ
と
ん
ど
が
低
所
得
者

で
す
。
さ
ら
に
国
保
証
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
世
帯
は
３
２
６
世 

帯
で
し
た
。
病
気
に
な
っ
て
も
病
院

に
か
か
れ
ず
、
命
を
落
と
す
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま

す
。
国
保
税
の
引
き
下
げ
と
同
時

に
、
一
律
的
な
保
険
証
の
取
り
上
げ

を
や
め
る
よ
う
求
め
ま
す
。 

 

保
険
税
が
高
く
な
っ
た
最
大
の
原

因
は
、
国
庫
負
担
率
を
引
き
下
げ
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
政
治
の
責
任
で

国
庫
負
担
率
を
引
き
上
げ
、
国
民
の

負
担
を
軽
減
す
る
よ
う
国
に
強
く
求

め
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。 

    

一
番
多
い
人
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

保
険
証
の
発
行
は
市
町
村
の
仕
事

と
な
っ
て
お
り
、「
短
期
保
険
証
の
発

行
は
し
な
い
」
と
、
市
独
自
に
判
断

し
対
応
す
べ
き
で
す
。 

 

社
会
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
高
齢

者
に
は
、
安
心
し
て
受
診
で
き
る
よ

う
に
、
保
険
料
も
窓
口
負
担
も
無
料

に
す
べ
き
で
あ
り
、
制
度
の
廃
止
を

強
く
求
め
ま
す
。 

         

 

一
般
質
問
で
山
形
議
員

は
(1)
高
校
生
の
就
職
問

題
・
失
業
者
・
高
年
齢
者

再
雇
用
に
つ
い
て
行
政
の

支
援
強
化
を
求
め
る
質

問
、
(2)
安
心
し
て
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
介

護
保
険
料
・
利
用
料
の
軽

減
策
等
を
求
め
る
質
問
を 

      

★
高
校
生
の
就
職
支
援
に
つ
い
て 

 

高
校
生
の
就
職
内
定
率
は
史
上
最

悪
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
希
望
に
燃

え
て
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
ス

タ
ー
ト
時
点
で
夢
を
砕
か
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

行
政
の
支
援
を
問
い
ま
し
た
。 

【
答
弁
】
企
業
情
報
の
提
供
、
合
同
面

接
会
等
を
開
催
し
、
こ
う
し
た
支
援

を
さ
ら
に
推
進
す
る
。 

 

★
失
業
対
策
に
つ
い
て 

 

国
は
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
「
緊

急
雇
用
創
出
事
業
」「
緊
急
人
材
育
成

事
業
」「
重
点
分
野
雇
用
創
出
事
業
」

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

市
と
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
る
か

質
問
し
ま
し
た
。 

             

お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

質
問
時
間
は
一
時
問
以
内
と
制
限

さ
れ
て
お
り
、
準
備
し
て
い
た
「
子

ど
も
た
ち
の
意
欲
を
引
き
出
す
よ
う 

な
学
校
図
書
の
運
営

を
求
め
る
」
等
に
つ

い
て
は
、
時
問
切
れ

の
た
め
質
問
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。 

      【
答
弁
】
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
雇
用
を

進
め
て
い
る
が
、
今
後
、
国
に
対
し

訓
練
実
施
施
設
を
増
や
し
、
受
け
皿

を
拡
大
す
る
雇
用
就
労
対
策
の
充
実

を
要
望
し
て
い
く
。 

 

★
高
年
齢
者
の
再
雇
用
問
題 

 

市
内
の
あ
る
企
業
で
は
、
再
雇
用

の
希
望
者
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
工
場
で
は
な
か
な
か
採
用
さ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
近
隣
の
工

場
で
は
希
望
す
れ
ば
仕
事
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
こ
の
企
業

は
異
常
な
事
態
だ
と
言
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
行
政
の
働
き
か
け
を

求
め
ま
し
た
。 

【
答
弁
】
市
内
企
業
に
お
い
て
法
律
に

違
反
す
る
事
実
が
あ
れ
ば
、
水
戸
公

共
職
業
安
定
所
に
速
や
か
に
情
報
提

供
を
お
こ
な
い
、
調
査
・
指
導
な
ど

必
要
な
対
応
が
な
さ
れ
る
よ
う
働
き

か
け
て
い
く
。 

再雇用で工場前宣伝 

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計 

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計 

市民みなさんの声で09年度に実現した事業は 

以下のとおりです。 

◎難病患者見舞金が実現(市独自) 
 難病患者の方に年額２万円の見舞金が支給さ 

 れることになりました(申請が必要)。09 年度 

 の実績は1,156 万円です。 

◎妊婦医療費助成を継続(市独自) 
 県は歯科診療などを助成対象から除外しまし 

 たが、本市は独自に助成を継続しました。 

◎小児インフルエンザのワクチン接種 
 １回1,000 円、２回までの助成が実現しまし 

 た。09年度は新型インフルエンザのワクチン 

 接種で県補助金もありました。 

◎小中学校の耐震診断がすすむ(国、市) 
 小学校で９校、中学校で６校の耐震診断がす 

 すみ、那珂湊第２小学校の建て替えも合わせ 

 て耐震化率は41.4％となりました｡さらに前渡 

 小学校の耐震補強工事設計もおこないました。 

働
く
場
所
の
確
保
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

行
政
の
支
援
強
化
を 

くらしの相談 
 

お気軽にどうぞ 
 国保税の軽減策、病院窓口
での減免など、いま新たな国
の制度が打ち出されていま
す。失業でお困りの方など、
気軽にご相談ください。 
 ご一緒に考えましょう。 

山形までご連絡を 

段階 所　得　区　分
保険料
(年額) 人数

第１
 生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で
 世帯全員が市民税非課税

8,760 437

第2
 世帯全員が市民税非課税で本人の課税年金
 収入額と合計所得金額の合計が80万円以下

21,900 4,195

第3
 世帯全員が市民税非課税で第１、第２段階
 以外

28,464 2,333

第4  本人が市民税非課税 43,800 7,532

特例
第４

 本人の課税年金収入額と合計所得金額の
 合計額が80万円以下

37,224 3,773

第５  本人が市民税課税で所得が125万円未満 50,364 3,548

第６
 本人が市民税課税で所得が125万円以上
 200万円未満

54,744 4,974

第７
 本人が市民税課税で所得が200万円以上
 500万円未満

65,700 4,941

第８  本人が市民税課税で所得が500万円以上 72,264 890

合計 32,623人

所得段階ごとの被保険者数

おもな市町村 発行数

ひたちなか市 199

水戸市 36

日立市 93

土浦市 195

常陸太田市 12

高萩市 3

北茨城市 24

取手市 27

牛久市 50

つくば市 42

常陸大宮市 6

那珂市 19

東海村 18

県資料より

短期保険証発行数
（平成 22年8月1日現在）（人）


